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＜表彰一覧＞
[知事表彰]

永年勤続表彰 ・・・・・・・・・・・12名

[警察本部長・交通指導隊連合会長連名表彰]

12年以上勤続表彰・・・・・・・・・18名

[交通指導隊連合会長表彰]

7年以上勤続表彰 ・・・・・・・・・ 21名

40年以上勤続表彰・・・・・・・・・・3名

30年以上勤続表彰・・・・・・・・・・7名

特別功労表彰 ・・・・・・・・・・・・1名

満4年以上勤続連合会理事退任者表彰 ・1名

※ 特別功労表彰 とは

40年以上勤続し退職した隊員のうち特別な功労

があったと認められる者

令和7年10月24日(金)、秋田県児童会館
において各市町村から約300名の交通指導
隊員参加のもと、「交通指導隊大会」を
開催しました。

式典では、小坂会長が「地域に根ざし
たきめ細かな交通安全活動を推進する立
場から、依然として横行する飲酒運転や、
高齢化が進む本県の厳しい交通情勢に的
確に対応し、隊員のさらなる資質向上を
図るとともに、県民の生命と安全を守る
ため、一致団結して活動を推進する」と
式辞を述べました。

第52回秋田県交通指導隊大会

大会開会

知事表彰

続いて、交通指導隊員として、地域の
交通安全活動に尽力した隊員63名が表彰
されました。

警察本部長表彰



表彰後は、秋田県副知事・秋田県警察
本部長・秋田県交通安全協会長から祝辞
が述べられました。

その後、受賞者を代表して、井川町交
通指導隊隊長の佐々木 昌子さん（永年
勤続表彰受賞者）から、「本日の受賞を
契機に、より一層の研鑽を積み、指導隊
員として資質の向上を図ることで、交通
事故からこどもと高齢者を守る」と謝辞
が述べられました。

続いて、「こどもと高齢者を交通事故
から守る」、「反射材の使用を呼びかけ、
夕方から夜間の交通事故防止に努める」
等の大会宣言が採択され、最後に交通指
導隊員の結束と交通安全への願いを込め
た「交通指導隊の歌」を歌い、大会式典
は終了しました。

交通指導隊大会観閲式

式典終了後、八橋多目的グラウンドに移動
し、７年ぶりに交通指導隊大会観閲式を実施
しました。

各市町村交通指導隊毎に整列し、秋田県生
活環境部長、秋田県警察交通部長及び秋田県
交通安全協会長の観閲を受けました。

連合会長表彰

交通指導隊の歌斉唱



秋田県交通指導隊員表彰受賞者からのコメント

満30年以上勤続優良隊員表彰

横手市山内交通指導隊 中野 秀晴

永年勤続優良隊員表彰

井川町交通指導隊 佐々木 昌子

満12年以上勤続優良隊員表彰

秋田市交通指導隊 黒丸 孝



交通指導隊連合会隊員研修会

令和7年6月13日(金)、秋田県スポーツ科学センターにおいて、交通指導隊員の知識・
技能の向上を図るため、隊員研修会を実施しました。

県内11市町村から24名の隊員が参加し、小坂会長がボランティア活動の心構えを指導
したほか、秋田県県民生活課の柳舘副主幹による県内の交通事故情勢等と交通事故防止
対策について、御講義いただきました。

座学のほか、服装点検や整列、保護誘導における動作を重点的に確認しました。

小坂会長による講義
「ボランティア活動について」

実技演習
「交通指導隊員としての諸動作について」

連合会役員

会 長 小坂修一郎 （秋田市）

副会長 塚本真木夫 （能代地区）
麻生俊一 （湯沢地区）
鈴木春一 （東成瀬村）

理 事 髙橋安弘 （鹿角地区）
髙橋浩司 （大館市）
龍田信治 （五城目地区）
鈴木明 （男鹿市）
山川正 （秋田市）

高橋夏夫 （由利本荘市）
齋藤澄男 （にかほ市）
小松一之 （大仙・美郷地区）
佐藤健男 （仙北市）
佐藤秋雄 （横手地区）



令和７年秋田県交通死亡事故抑止継続表彰

始期到達日継続日数市町村名

令和 3年 6月18日令和 7年 7月 2 6日1,500日八郎潟町

平成28年 5月 4日令和 7年 1 2月 2日3,500日東成瀬村

交通死亡事故抑止継続表彰を受賞された市町村を紹介します。

東成瀬村

令和７年度秋田県交通安全功労者表彰

令和7年9月19日(金)、県民の交通安全
に対する関心と交通道徳の高揚を図るた
め、交通安全功労者の表彰式が開催され
ました。

交通安全のため献身的に力を尽くし、
交通事故防止に著しく功労のあった者と
して、交通指導隊からは

髙橋 義美さん （湯沢市交通指導隊）
藤原 昭一さん （湯沢市交通指導隊）
林 恭子さん （横手市交通指導隊）
土田 百合子さん（横手市交通指導隊）
鈴木 春一さん （東成瀬村交通指導隊）
齊藤 清仁さん （秋田市交通指導隊）
髙野 均さん （由利本荘市交通指導隊） が受賞されました。

令和７年秋の全国交通安全運動
「秋田県中央集会」での表彰式

八郎潟町

※県民の交通安全に対する意識と交通道徳の高揚を図るため、交通安全対策を
積極的に推進し、交通死亡事故発生の抑止を一定期間継続している成績優秀な
市町村に対する知事表彰



令和７年秋田県の交通事故状況

増減令和7年令和6年区分

20件1,001件981件発生件数

2人33人31人死者数

6人1,147人1,141人負傷者数

増減令和7年令和6年区分

△7人
(△26.3
ポイント)

19人
(57.6％)

26人
(83.9％)

高齢死者数
(全死者に占
める割合)

競争実施結果

◆飲酒運転違反件数は前年比 73件増加
※ 201件 → 274件

◆飲酒運転違反件数のうち、自転車検挙数は48件
（令和7年から集計）

◆飲酒運転による死亡事故件数は前年比 2件減少
※     3件 →     1件

◆飲酒運転以外による死亡事故件数は前年比 5件増加
※   27件 →   32件

市町村名順位

小坂町

1
（同率１位）

上小阿仁村

五城目町

大潟村

東成瀬村

令和７年秋田県飲酒運転追放等の

月別
1～ 3月・・・・・ 1人 前年比 1人減少
4～ 6月・・・・・ 3人 前年比 3人増加
7～ 9月・・・・・ 2人 前年比 2人増加

10～12月・・・・・ 4人 前年比 3人増加
時間帯別

昼間 ・・・・・・・ 6人 前年比 5人増加
夜間 ・・・・・・・ 4人 前年比 2人増加

歩行中・・・・・・ 10人前年比 7人増加
自転車・・・・・・・ 4人前年比± 0人
車同乗中、その他・・ 2人前年比± 0人
車運転中・・・・・・ 3人前年比 14人減少

発行：秋田県交通指導隊連合会事務局（秋田県生活環境部県民生活課） 018－860－1523

交通指導隊員募集中です！

県内の各市町村では、交通指導隊員を募集しています。
街頭における子供や高齢者の保護誘導、地域の交通安全教育活動、地域行事の交通整理

など、「安全で安心な住みよいまちづくり」のために活動してみませんか？
活動内容や応募資格等の詳しい内容については、お住まいの市町村へお問い合わせくだ

さい。意欲のある方のご応募をお待ちしています。
美の国あきたネット コンテンツ番号：26163



自転車への交通反則通告制度について

近年、自転車に関連する交通事故が増加傾向にあり、その多くに自転車側の法令違反
が認められています。こうした状況を受け、自転車の交通違反に対し、反則金を納付さ
せる「交通反則通告制度（いわゆる青切符）」が令和８年４月から導入されます。

自転車の交通違反の検挙件数は近年増加しており、青切符の導入は警察及び違反者の
時間・手続き的負担を軽減するとともに、違反者に前科がつくことをなくしつつ、実効
性のある責任追及を可能とし、自転車関連事故の抑止を図ることを目的としています。

対象となる人は16歳以上の運転者で、
対象となる違反は信号無視や一時不停止
などの反則行為です。

なお、交通事故の原因となるような
「悪質・危険な違反」は青切符の対象で
はなく、これまでと同様に刑事手続きに
より処理されます（酒酔い・酒気帯び運
転、妨害運転、携帯電話使用等、反則行
為を行い交通事故を起こした場合等）。

反則行為の例とその反則金の額の一部について紹介します。

反則金の額反則行為

12,000円携帯電話使用等（保持）

6,000円信号無視

6,000円通行区分違反（右側通行等）

5,000円指定場所一時不停止等

5,000円無灯火

3,000円並進禁止違反（横並びで走る）
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